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Becoming Cowardly: War and Self-Determination among the Daasanach
Sagawa Toru*
This study examines the issue of war between the Daasanach and neighboring pastoral 
groups in the border area of Ethiopia, Kenya, and Sudan from the perspective of the 
individual.  Most previous anthropological studies of war have focused on the relation 
of war to the ecological setting, social structure, cultural logic, or historical background 
of a given area, often presupposing that when war breaks out, individuals act in sub-
ordination to certain external norms.  There are two problems with such an approach.  
First, studies of the causes and social functions of war have often not considered the 
actual physical violence that occurs on the battlefi eld and its infl uence on the individual.  
Second, insuffi cient attention has been paid to individual decision-making processes and 
choices of action.
Among the Daasanach, it is adult males who are expected to go to war.  Neverthe-
less, men do not homogeneously mobilize for war.  In this paper, I examine (1) the 
ideology that mobilizes men to go to war, (2) individual experiences of the battlefi eld 
and how refl ection on those experiences affects an individual’s choice of action when 







これまで，戦争を取り扱った人類学的な研究は蓄積を重ねてきた［Fukui and Turton 1979; 
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くの人類学者が画期的な戦争論として高く評価している［Turton 1994; Simonse and Kurimoto 
1998; 栗本 1999; Bowman 2001; Englund 2005; cf. クラストル 2003］．たとえば，タートンは
ハリソンの分析枠組みを採用しながら，エチオピア西南部の農牧民ムルシにとって，戦争とは
意味のシステムを共有した近隣集団が相互に「独立した政治体であることを示す…共通の儀礼













ている［Fukui and Turton 1979］．戦いを社会構造，とくに年齢組織内の年長者と若者の構造的対立と関連付
けながら論じる研究も多い［Almagor 1979; Spencer 1998など］．加えて，個人が戦争に行くことを動機付ける
文化論理に焦点を当てた研究［Fukui 1979; Tadesse 1997など］や，戦争の形態や目的の歴史的変化に着目した











































































 6） 人類学的な戦争研究のレヴュー論文［Knauft 1990; Otterbein 1999; Simons 1999］において，個人が戦争で実際
になにを経験しているのかを明らかにすることの重要性が指摘されることはまれである．シュロダーとシュミッ
トは，暴力現象を分析する際のアプローチを 3つに分類し，そのひとつとして個人の経験に焦点を当てたアプ
ローチを挙げている［Schröder and Schmidt 2001］．


























































































































































































年齢 被調査者数1) 家畜略奪の経験がある男性（％） 敵を殺害した経験がある男性（％）
10代  26（13） 30.8  3.8
20代  31（3） 71  9.7
30代  35（7） 57.1 20
40代  29 75.9 24.1
50代  25 80 16
60代  13 92.3 46.2
70代～  15 86.7 26.7












nは分配された家畜総頭数を示す．ウシは 71名が行った 106回の戦争で奪ってきた 720
頭．小家畜は 82名が行った 105回の戦争で奪ってきた 1,151頭．ロバは 28名が行った


























































































































Nyi toloch kokonyo わたしたちはトロッチを食べる


























年齢 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10～ 合計人数 平均回数
10代　 13 7 5 1 26 1.3
20代　 3 5 8 6 6 1 2 31 2.6
30代　 7 7 9 3 5 1 2 1 35 2.2
40代　 2 3 4 4 5 7 1 1 1 1 29 4.8
50代　 2 1 3 7 4 2 4 1 1 25 5
60代　 1 1 1 3 4 3 13 4.8
70代～ 1 2 3 3 3 1 2 15 5.1












































































1 65 69 72 89 91 96 98
Loyam トゥルカナ ○ ？
Topos トポサ ○
1968? Maikona ガブラ ○
1972 Nyibilyaga ニャンガトム ○ ○ ○
1973 Bale ニャンガトム ○ ○ ○ ○
世代組への加入儀礼
1976? Buma Aaro ニャンガトム ○ ○ ○
Nakwa ニャンガトム ○
1980? El Zat ニャンガトム ○
Kanamagur トゥルカナ ○
1987 Ai I-Aartulkach ハマル ○ ○
1988 Naikaya ハマル ○ ○
1991 Lobele ニャンガトム ○ ○ ○ ○
Lolubai トゥルカナ ○
1995 Ai I-Lokorichie トゥルカナ ○ ○ ○ ○
Galte Batai トゥルカナ ○




2006 Aiet トゥルカナ ○



















10代 7 8 4 1 20
20代 19 29 22 2 10 82
30代 8 24 14 10 21 1 78
40代 15 25 17 3 65 4 129
50代 16 31 11 9 42 12 121
60代 1 22 10 5 23 2 63
70代～ 5 25 13 4 20 5 72
合計 71 164 87 37 182 24 565





年齢 地域集団インカベロ ランダル クゥオロ エレレ リエレ オロ インコリア ンガーリッチ 合計
10代　  5/15 0/6 0/1 0/2 0/1 0/1  5/26
20代　  9/16 2/3 3/4 0/1 0/1 0/6 14/31
30代　  6/15 2/2 1/2 0/2 1/2  0/12 10/35
40代　  6/11 1/5 2/2 0/3 1/1 0/6 0/1 10/29
50代　  3/12 0/4 0/1 1/1 0/1 0/6  4/25
60代　  0/7 0/5 0/1  0/13
70代～  0/7 0/5 0/2 0/1  0/15












とも 1回は戦いへ行った経験を持つということである．表 3をみると 40代以上の男性はすべ





















































































れた 2000年のアイイシュオモイの戦いに参戦した 43人の男性が，その後 2006年までに戦
争へ行った回数を示している．2000年以後も，トゥルカナとの戦争は頻発しているが，40代






















年齢  0  1 2 3 4 合計
10代  3  1 1  5
20代  2  6 3 1 2 14
30代  6  3 1 10
40代  9  1 10
50代  4  4
































































［Goldshmidt 1971; 太田 1986など］，それはダサネッチにも当てはまる．先行研究者であるア
ルマゴールは，ダサネッチは優越的な地位を利用して他者に特定の行為を遂行するように強い
る個人を嫌い，「あいつは人に強制している」と評価されることは，その人物の社会的評価を











































分類 ダサネッチ語 直訳 意味
身体器官 geer ya boroi 胃が光る 腹が空いた
geer abuna ie 胃が冷える 腹が一杯になる
geer kulla 胃が熱い 胃／腹が痛い
消費単位 geer kunno tikidi われわれの胃はひとつである 食事を毎日ともに食べている成員同士のこと
性格 geer gaa misap よい胃である よい性格の人，気前のよい人
geer gaa diewa 悪い胃である 悪い性格の人，けちな人
geer kulshach 気前のよい胃である 慈悲深い人，困った人にモノを分け与える人
geer gaa modo 胃が腐っている けちな人
geer gaa girep 青い胃である うそつき，人をだます人
geer gaa ezu 白い胃である 真実だけを述べる人
感情の動き geer deen naaze 胃が悪くなる 不愉快な気持ちになる，申し訳ないと感じる
geer abuna ie 胃が冷たくなる 満足する，十分だと感じる
geere ya duuray 胃が重くなる 我慢の限界を超える
geere ya goroy 胃が疲れる 疲れる
geer gaa meedhe 胃を掻く 幸せである
geer bebeme 胃が泣く 悲しむ
geer bilbil 胃が震える 怒る
geer yadie 胃から出ていく 不満などが解消する，満足する
考え，真意 geer chu fedde わたしの胃が望む わたしが望む
geer ku hate あなたの胃はどうだ あなたはどう考えるのか
geer chu takama ei mude わたしの胃だけが決定する みずから考えて決める
geer chu taaka わたしの胃は別である 自分の考えは異なる
geer le ya mog わたしはかれの胃を知らない かれの本意を知らない
dee geer chida 問題を胃につかむ 秘密として心のなかにとどめる




geer eido, geer bie fa 胃を切れ，胃に水を入れろ 敵への呪詛，「殺せ」の意味
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